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明治学院大学同窓会 

 

 

 

 



Ⅰ 第３期体制の総括 

2005 年度に創設された大学同窓会も 8年目を迎え、ようやく大学同窓会の目的や活動

内容が広く認知されるようになってきた。第 1期、第 2期の中村会長体制では、まず大

学同窓会の基盤づくりと認知活動に主眼が置かれた。第 3期の現安田会長体制では、第

1期、第 2期の方針を踏襲しつつ積極的に大学並びに現役学生への支援を具現化する方

針を打ち出した。折りしも第 3期安田体制スタートの年に、東北・関東北部一帯に未曽

有の被害をもたらした東日本大震災が発生した。明治学院大学では、阪神淡路大震災で

の経験を踏まえ、被災直後から学生たちが中心となって様々なボランティア活動を展開

した。 

 

大学同窓会としても、どのような支援ができるのか、運営委員会の席上で白熱した議

論が行われた。その結果、実情把握が重要との認識で一致し、原田勝広ボランティアセ

ンター長を運営委員会に招いて明学大の取り組みについて説明を伺った。これをきっか

けに大学同窓会内に女性委員を中心としたプロジェクトチームが立ち上がり、「現役学

生・同窓生交流会」でのチャリティーバザーを開催することが決まった。個別では教会

などでのバザー経験者はいたものの、大学同窓会として行うのは初めての試みであり不

安を抱えてのスタートであった。しかし、その不安を掻き消してくれたのが、同窓生た

ちのバックアップであった。バザーで販売する商品の献品を依頼したところ、多くの同

窓生が快く協力を申し出てくれた。短い期間にもかかわらず、交流会バザーが成功した

裏には、こうした同窓生のご理解とご協力があったことを記しておきたい。 

 

初年度は、交流会のバザーで 240,000 円の収益があり、これに大学同窓会からの拠出

金を加えた30万円を大学ボランティアセンターに寄付することができた。翌2012年は、

白金祭に初めて参加し、カフェとバザー、フリーマーケットを出店した。同年の交流会

バザー等の収益を加え計 35 万円を寄付した。安田体制の 3年目を迎えた今年度は、本部

同窓会主催の学院創立 150 周年記念ホームカミングに協力するため、「現役学生・同窓

生交流会」の開催を取り止めた。一方で、5月の戸塚まつりへの初参加、さらには前年

に引き続き白金祭にの参加した。とりわけ今年度は、第 3期体制の最終年となるため、

その集大成として白金祭でのバザー＆カフェに力を入れた。それにより交流会を開催し

なかったにも関わらず、前年度とさほど変わらない収益を上げることができ、30 万円を

大学ボランティアセンターに寄付することができた。 

 

「同窓生支援」の活動では、大学同窓会幹部が各団体やサークルの OB 会、懇親会、

総会などに出席して交流を深めた。2011 年～2013 年の 3 年間で、大学同窓会役員によ

る各同窓団体の会合出席は、延べ 26 回に及んだ。また、希望する同窓団体・サークルへ

の大学同窓会旗の贈呈は、この 3 年間で 20 団体・サークルに達した。これらの同窓生支

援活動は、同窓生で組織する団体であれば煩雑な手続きも必要ないため、希望する団体・

サークルがあれば事務局まで申し入れていただきたい。 

 



150 周年記念事業については、2013 年 3 月に学校法人明治学院に 10 万円の寄付を行

った。2013 年度は、本部同窓会主催の第 41 回ホームカミングに大学同窓会役員が実行

委員として参画し、運営並びに設営等の協力を行った。また、大学及び白金祭実行委員

会主催の白金祭前夜祭には、多くの同窓生を招待した。 

 

大学同窓会のもう一つの活動重点項目である「現役学生の支援」では、戸塚まつりに

おいてフリーマーケットを出店した。大学同窓会のフリーマーケットは、昨年度の白金

祭で出店しており、戸塚まつりでもこの経験が活かされて円滑な会場運営が実現できた。

過去の大学同窓会の活動は白金キャンパス中心で、戸塚キャンパスでは初めての試みだ

った。今後は、戸塚キャンパスにおいても様々な活動を展開し、大学同窓会並びに同窓

会の事業について広く理解と関心を深めていきたい。 

   

   

戸塚まつりは初参加にもかかわらず、多くの地域の方々が足を運んでくれた。 

 

情報発信活動では、大学同窓会ホームページで同窓生の活躍や OGOB 会活動などにつ

いて紹介した。ホームページは、大学同窓会から直接情報発信できる数少ないメディア

であることから、更新頻度や情報の鮮度アップを図り、より見やすく活用できるツール

を目指して制作体制の見直しを行った。業者選定に企画コンペを実施し、2013 年度には

懸案だったサイトのリニューアルが実現した。 

 

大学同窓会の執行部体制については、原則として８月を除く毎月第一火曜日に運営委

員会を開催し、大学同窓会の問題点や課題、さらには大学や本部同窓会との協力・協調

関係の維持発展などについて話し合いを行った。 

 



Ⅱ ２０１３年度の主な活動 

１．同窓生親睦・交流活動 

（1）白金祭への参加 

昨年に引き続き白金祭に参加した。また、今年度は会場を前年より広い本館 1252

教室を確保、恒例のバザーとカフェのほかミニステージを設け、現役学生、同窓生た

ちの発表の場に提供した。今回は初めての試みであったが、管弦楽団 1～2 年生の弦

楽カルテット、ハンドベル、日本榎マンドリン合奏団ＯＢＯＧに参加してもらい 1 日

2 回公演を行った。 

カフェでは、仮設ステージの前に 5～6 人掛けのテーブルを 5 卓セットし、白金祭に

訪れた同窓生たちがゆっくりとおしゃべりができる”くつろぎ空間づくり”を目指した。

白金祭は学生たちのお祭りというイメージが強いが、大学同窓会が参加して分かった

ことは、意外と学生以外の見学者も多いということであった。卒業して間もない若手

はもちろん比較的年齢層の高い同窓生や学生の保護者、さらには受験希望者のご父母

なども来校されている。しかし、そうした方々が落ち着いてくつろげる場がないため、

同年代が運営する大学同窓会カフェは、立ち寄りやすく格好のたまり場になった。 

今年度は、「現役学生・同窓生交流会」を取り止めた関係で、白金祭のバザーに力

を入れた。とくに今回のバザーでは、東日本大震災被災地で、今も多くの明治学院大

生がボランティア活動を続けている岩手県大槌町の協力を得て、同町の特産品の販売

コーナーを設けた。三陸名産の海産物を中心に菓子類や小物などを販売したところ三

日目の午前中には完売という人気ぶりだった。また、一方で同窓生らにご提供いただ

いた品物類も予想以上の売れ行きで、前年の交流会バザーに匹敵する売り上げを記録

することができた。ご支援、ご協力いただいた多くの方々に紙面を借りて厚く御礼を

申し上げる。 

      

2013 年白金祭ポスター                2013 年白金祭チラシ 

 



  

人気の大学同窓会カフェ                 掘り出し物いっぱいのバザー 

  

好評だったミニコンサート                 売り切れ続出の大槌町特産品コーナー 

  

（2）同窓団体等への支援 

    2013 年度においては以下の同窓団体等の会合に出席した。 

① 明学小劇場創立４５周年祭り       2013 年 6 月 16 日 2 名出席 

② 本部同窓会「港・目黒支部設立総会」  2013 年 7 月 6 日 2 名出席 

③ ソフトテニス部創部７５周年      2013 年 8 月 17 日 2 名出席 

④ ホテル白金会             2013 年 8 月 30 日 4 名出席 

⑤ 舞踏研究会ＯＢＯＧ総会        2013 年 9 月 29 日 3 名出席 

⑥ グリークラブ「メサイア」レセプション  2013 年 11 月 10 日 2 名出席 

⑦ ヨット部ファミリーセーリング     2013 年 11 月 17 日 3 名出席 

⑧ ピーポ白金              2013 年 12 月 5 日 4 名出席 

⑨ 東急白金会              2013 年 12 月 12 日 4 名出席 

⑩ 空手道部創部６０周年記念式典     2013 年 3 月  8 日 3 名出席 

⑪ 山水会ＯＢＯＧ総会          2013 年 3 月  9 日 2 名出席 

      



   

明学小劇場 45 周年                      ソフトテニス部 75 周年 

   

ホテル白金会                          ヨット部ファミリーセーリング 

   
ピーポ白金                           空手道部 60 周年 

 

（3）大学同窓会旗の贈呈 

  2013 年度は以下の同窓団体に対し大学同窓会旗の贈呈を行った。 

① 明学小劇場ＯＢ会            2013 年  6 月 

② 野球部ＯＢ会              2013 年  6 月 

③ Facebook 明治学院大学ＯＢ＆ＯＧ会    2013 年  6 月 

④ 考法研究会ＯＢ会            2013 年  8 月 

⑤ 江友会                 2013 年  8 月 

⑥ 生活芸術会ＯＢ会            2013 年  9 月 

⑦ グリークラブ「せせらぎ会」       2013 年 11 月 

⑧ 山水会ＯＢ会              2014 年  3 月 



    

   

  明学小劇場 45 周年                    山水会ＯＢ会 

 

２．現役学生支援活動 

（1）大学ボランティアセンター等への支援 

  5 月 26 日（日）の 1 日だけであったが、戸塚まつりでフリーマーケットを出店した。

また、11 月 1 日～3 日の白金祭では、前年に引き続きバザー&カフェの出店と募金活

動を行った。これらの収益は以下のとおり。これに大学同窓会の特別会計からの拠出

金 8,604 円を加えた 30 万円を大学ボランティアセンターに寄付した。昨年の 35 万円

には届かなかったものの、2011 年、2012 年、2013 年の 3 年間の大学同窓会からの寄

付総額は 95 万円にのぼる。これらの寄付金は東日本大震災被災地並びに 2013 年 10

月の台風 26 号による豪雨で甚大な被害を出した東京・大島町でボランティア活動を続

ける学生たちの支援に活用されることになっている。 

◎寄付金内訳（2013 年度） 

   戸塚まつりフリーマーケット売上        36,825 円   

白金祭バザー＆カフェ売上           214,655 円 

   前年度繰り越し金               39,916 円 

   大学同窓会拠出金                8,604 円 

      寄付金合計                  300,000 円 



          

 

      原田ボランティアセンター長に寄付金を贈呈する安田大学同窓会長（左） 

 

◎バザー等にご協力いただいた同窓生の方々 

石井美知子様、上野恭文様（ホテルニューオータニ）、浦田宏二様（大塚食品株式

会社）、小川 洋様（お茶の水小川軒）、黒木 稔様、椎塚健雄様（NICC 自由が

丘）、嶋本喜司様（株式会社アスプルンド、）鈴木陸三様（サザビーリーグ株式会

社）、相馬宏昭様（NPO 法人ぱれっと）、富岡譲二様（自由が丘 WASALABY）、

那須喜久様（ふるさと大槌会）、鍋島喜夫様（日塩株式会社）、原田健一様（ホテ

ルニューオータニ幕張）、広原 斉様（東洋佐々木ガラス株式会社）、山口政洋様

（株式会社サンリオ）、山田洋介様（株式会社日比谷花壇）   ※あいうえお順 

 

３．情報発信活動 

（1）ホームページの活用 

  大学同窓会ブログにおいて、同窓生及び同窓生の団体が行っている活動、同窓生が

経営するお店やライブハウスの情報を掲載した。また、同窓生で組織する団体の周年

行事や同窓団体などの会合レポートの掲載、学生の活動や試合結果などの現役情報の

アップやリンクの修正などを実施した。 

また、サイトリニューアルに取り組み、スマートフォンへの対応などアクセスビリ

ティ、ユーザビリティの向上に努めた。 

 

（2）校友会報誌への掲載 

    校友会報誌「Do for Others」で毎号大学同窓会活動の紹介を行っている。2013 年

秋発行の第 12 号に、「卒業生は明治学院の応援団」と題した安田会長の寄稿が 1 ペ

ージで掲載された。2014 年春発行の第 13 号では、同窓生で養護施設出身者の就職活



動をサポートしている「フェアスタート」代表の永岡鉄平氏と安田会長の対談が 2 ペ

ージにわたって掲載された。今後も大学同窓会では、各界で活躍している同窓生を紹

介する企画を積極的に取り上げていきたい。 

     

フェアスタート代表永岡鉄平氏との対談 

 

４．運営委員会 

（1）運営委員会の開催 

回数 委員会 開催日 出席人数 

1 第 72 回運営委員会止 4 月 2 日 15 名 

2 第 73 回運営委員会 5 月 7 日 10 名 

3 第 74 回運営委員会 6 月 4 日 12 名 

4 第 75 回運営委員会 7 月 2 日 16 名 

5 第 76 回運営委員会 9 月 3 日 14 名 

6 第 77 回運営委員会 10 月 1 日 18 名 

7 第 78 回運営委員会 11 月 5 日 14 名 

8 第 79 回運営委員会 12 月 3 日 14 名 

9 第 80 回運営委員会 1 月 7 日 17 名 

  2 月 中止 

10 第 81 回運営委員会 3 月 11 日 30 名（新旧役員含む） 

 

（2）その他の委員会の開催 

回数 委員会 開催日 備考 

1 学生支援/企画委員会 4 月 9 日 戸塚まつり準備 

2 学生支援/企画委員会 4 月 16 日 戸塚まつり準備 

3 学生支援/企画委員会 5 月 14 日 戸塚まつり準備 

4 第 1 回役員選考委員会 7 月 2 日  

5 第 2 回役員選考委員会 7 月 22 日  

6 学生支援/企画委員会 7 月 22 日 白金祭準備 

7 第 3 回役員選考委員会 9 月 3 日  



8 学生支援/企画委員会 9 月 3 日 白金祭準備 

9 学生支援/企画委員会 9 月 18 日 白金祭準備 

10 第 4 回役員選考委員会 9 月 25 日  

11 学生支援/企画委員会 9 月 27 日 白金祭準備 

12 第 5 回役員選考委員会 10 月 1 日  

13 学生支援/企画委員会 10 月 1 日 白金祭準備 

14 第 6 回役員選考委員会 10 月 11 日  

15 学生支援/企画委員会 10 月 15 日 白金祭準備 

16 学生支援/企画委員会 10 月 22 日 白金祭準備 

17 学生支援/企画委員会 10 月 29 日 白金祭準備 

18 学生支援/企画委員会 10 月 31 日 白金祭準備 

 

（3）2013 年度の大学同窓会運営委員会組織図 

 

 

 

 

 

・総務

・会計

・渉外

・情報宣伝担当

・ホームページ担当

・体育会担当

・愛好・文連担当

・同期・ゼミ担当

・職域担当

・同窓生担当

・会場・運営担当

・企画担当

・バザー担当

・企業・同窓生担当

役員選考委員会

総務部会

広報部会

会
長

会則検討委員会

卒業生連絡部会

交流部会

学生支援部会

大学同窓会運営委員会

総務委員会

同窓生支援委員会

監
事

顧
問

学生支援委員会



（4）第３期運営委員会役員及び実行委員会体制 

  運営委員 ２０名 

  顧問    ３名 

● 会 長 安田 正克 

● 副会長 小玉 澄枝 

● 副会長 竹之内 豊 

● 顧 問 中村 邦彦（前会長） 

● 顧 問 鍋島 喜夫（前副会長） 

● 顧 問 吉田威一郎（前幹事長） 

● 監 事 明神 恵子 

● 監 事 宗方 健太 

● 事務局長 橋本 一 

● 総務委員会 

 委員長 橋本 一 

 委 員 安達 康子、籾山 政史 

広報部会 

部会長 野島 啓司 

部 員 及川 昌彦、安達 康子、橋本 一 

● 同窓生支援委員会 

委員長 内田 正男 

委 員 田代 則子、及川 昌彦、日比野信也 

● 学生支援委員会 

委員長 井上 芳信 

副委員長 柏木美和子 

委 員 藍 早瀬、安達 康子、磯辺 一郎、伊吹純一郎、又村 陽子、 

籾山 政史、渡邉 亨 

● 会則検討委員会 

  委員長 内田 正男（併任） 

●役員選考委員会 

  委員長 竹之内 豊 

  副委員長 柏木美和子 

  委 員 明神 恵子、宗方 健太、井上 芳信、田代 則子、野島 啓司、 

      橋本 一、籾山 政史 

● 校友会担当       

橋本  一（併任） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒108-8636 東京都港区白金台 1-2-37 

TEL. 03(5421)5190 FAX. 03(3441)0970 

E-mail:daigaku-dosokai@meijigakuin-dosokai.jp 

明治学院大学同窓会 

http://meijigakuin-dosokai.jp/mgu/ 


